
ナイス福岡 会報 2016 年 1 月 

冬ざれ、木々に緑なく堤防の足もと 小さく 

こんもりと緑が点在する。秋には真っ赤な花を

咲かせた 彼岸花の葉の叢である。  

春は爛漫の桜が見事な場所である… 

  『ヒガンバナの葉』 
平成２８年１月1日 

 福岡市早良区室住団地前 室見川堤防      

        大塚俊樹 
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★都市公園で自然観察会 ５６★ 
春日公園で、いろいろな視点で植物や昆虫、野鳥などをゆっくりと観察します。 

   ☆日時 １月１７日 （日） 集合１４時 ～ 解散１６時        

   ☆場所 春日公園・自然かんさつ館 〔旧公園管理センター〕      

 会員２００円、一般３００円です。協力をお願いします。 
【連絡先】 担当：田村 耕作 

   TEL ０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕   

 Email kurabird-.tamura@nifty.com 

自自然然感感  
２４６ 

季節感 
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◆新年ご挨拶◆ 
会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。 

昨年、いろいろな観察会を進める中で、あらためて 

自然の恵みを思いました。セリ、ヨモギ、タンポポ、 

 ノビル、ツワブキ、コシアブラやタラの新芽、クサ 

 イチゴやモミジイチゴの実、ヤマイモの葉・ムカゴ・ 

芋・アケビやムベ、サルナシなどなど、毎年当たり 

前のように味わってきました。しかし、気温の上昇 

で、今まで当たり前だった自然の様子、姿、恵みが、 

そうでなくなるかも知れません。 

当たり前の身近な自然、しっかりと観察続けましょ 

う。会員の皆さん、自分の野外観察の場所、紹介を 

兼ねて、観察会を１度やってみませんか。 

 

まあ、ぼちぼちと継続した活動を進めましょう。 

 

福岡県自然観察指導員連絡協議会 代表・事務局 
田村耕作 



日本野鳥の会 福岡支部  主催   ※一般参加費：300 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 日本野鳥の会 筑後支部  主催             

                          

 

 

 

 

                      

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催   http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

                   

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催         久留米の自然を守る会主催 

  

                         

                                                              

 

 

 

 

                                                    

福岡植物友の会 主催 
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２／１４（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

２／１３（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

２／２（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：092-592-3423（小野仁） 

１／２４（日）２／２８（日） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：久末ダム多目的広場横 

駐車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

１／１７（日）２／２１（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：090-7165-5026（重松尚紀） 

 

２／７（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

「身近な植物」ボランティア養成講座 

１／３０、２／２７、３／２６ 

４／３０、５／２１ 

場 所：山川町王子身や駐車場 

    3 月のみ山本町柳坂バス停 

時 間：9：30～12：00 

問合せ：090-1346-0460（橋田沙弓） 

２／６（第１土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場 

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092-920-3072（松永紀代子） 

参加費：200 円（大人のみ） 

 

ブログ 

「三国丘陵の自然を楽しむ会」で検索 

 

観察会や様々な生きもの情報を載せています 

 

 

 

こちらにお問い合わせください。 

http://grosbeak.blog.fc2.com/ 

一般参加費：100 円（中学生以下無料）

 

観察会はお問い合わせください。 

問合せ：092-575-3131（北野星二） 

 

１／２３（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～13:00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

１／２３（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子） 

 

２／７（日）第 425 回例会 

総会と環境講演会と新年会 

時 間：13：30 総会 

14：30 講演会   

「久留米の未来、そして世界の未来」

講 師：福岡生物産業開発研究所 

田中研実氏 

場 所：筑後川防災施設くるめウス 

参加費：無料 定員 50 名 要申込 

持ち物：筆記用具 

講演会終了後新年会 会場未定 

問合せ：090-1346-0460（橋田沙弓）

 



窓越しの自然観察 ⑨ 

 

 2015 年秋から初冬にかけての多雨、暖かすぎる 2016 年の年明け、ダム湖の様子も何だかいつもと違って、湖面を埋め尽くさん 

ばかりの鴨達の姿はなく、僅か数十羽が、思う存分自由に湖面を往来しながら、無風状態の水画面にクロッキーを楽しんでいます。 

 有明海の海苔被害の原因がヤッと判ったとか。此処の鴨達もそちらに遠征しているのかナ？ 

もっとも、あれは夜間の仕業ですね。 もう一度夕方、様子を観に行きましょう。   （ダムサイト住人 2016/1/2 記）    

                                  

 

○ぶつぶつぶやき○   
・冬になってふと思った。そういえばあれだけいたジョロウグモはどこに行ってしまったんだろうって。そして、 

木の幹や植え込みの葉っぱの間に産み付けられた、白い卵塊を見た。そんなある日、植え込みの中に力なく佇む 

ジョロウグモを見つけた。それで合点がいった。葉裏に佇むメスのジョロウグモ。卵を産むという大事業を果たして、 

やがて力尽きるんだなあ。「けなげだなあ・・・」なんて思ったのでした。＜さんじゃく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       春日公園のカワセミ（1/5） 
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◆お知らせ◆ 

九州自然協議会は、2016 年２月１３日（土）～１４日（日）に確定。

会場は熊本県美里町やすらぎ交流体験施設「元気の森かじか」です。 

2/１３（土）１３時集合、周辺の散策、情報交換 

2/14（日）近隣の棚田・石橋 などの周辺で自然観察 １２時頃解散  

熊本の自然観察指導員・田畑清霧 さんからの情報です。 

他県の指導員との交流も刺激になりますよ。 



 

春日公園 自然観察会 報告 ２０１５年１２月２０日(日) １４：００～１６：００ 曇り 参加者５人 

・わからんタケ。公園内には結構キノコが出るのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・セミの産卵痕が付いていたクスノキの枝。セミは樹種を選ばないのかな？ 

・この枝を見て、Ｋ氏 いたく感動。  

・コケの季節変化も興味深い。これはＹさんお気に入りのジンガサタケの今。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イスノキには、３種類くらい虫こぶが付くらしい。そのうちの一つ。 

・まだ紅葉が残っている。タイワンフウのオレンジ色は優し気。 

・イタチの糞らしき。この公園にはタヌキだのイタチだのネズミだの、結構哺乳類も棲 

んでいそう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・冬はやっぱり冬芽・葉痕でしょう。とＯ氏。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公園の一角に、落ち葉をためているところがあった。ふかふか落ち葉に大はしゃぎのＹさん始め面々。 

・イシガケチョウの幼虫の食べ痕。イヌビワの葉の葉脈を噛んで、苦い（？）乳液を止めているという技に、 

Ｃさん感動。「自分がするっと通りすぎているところに、色んな生きものが、いろいろやっているんだなあと、 

改めて思いました。」                              ＜報告：ながまつ＞ 
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初日の出の場所探し と おまけの出合いの生きものたち 

私の住んでいる福岡市城南区にある油山（海抜 597m）山中にある市民の森の中央展望台、夫婦岩の展望台、春秋には鷹の 

観察点である片江展望台などで、当日の天気・視界・風などを気にしつつ、初日の出の場所探しを楽しんでいました。昨年、 

新しい場所を求めて能古島に渡りました。能古の海岸から福岡タワー方向で雲の隙間からまぶしい初日の出に出会いました。 

みんなにおすそ分けしたいくらいの時間と空間独り占め状況でした。 

 今年は、能古島の良さの再現を志賀島潮見台でもう一度と思い、出かけました。しかし、同じような思いの人たち、なんと 

多いことか、すぐにあきらめました。海岸に移動。運よく海岸道路に駐車場所を見つけ、素晴しい初日の出に遭遇。月も美し 

かった。その上、この海岸に魚のアラ？らしき食べものを見つけたハシブトガラス、アオサギ、トビが群れて、食べものの 

争奪戦中に遭遇。これが、私の初鳥見となりました。画像の鳥たち、食べもののある方向を眺めつつ、順番待ちの様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年の最後の生きもの観察は、12/31 自宅の窓越しに見かけたウグイスです。庭の木々の枝打ちしたものを溜め置いた場所で、 

食べもの探しに動き回っていました。なんとなく多忙な年末年始でしたが、生きものはじめ、そこにある自然が豊かさを与えて 

くれました。 （田字草 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤坂公民館 1 月 4 日(月)〜24 日(日) 9 時〜17 時 休館日なし 

☎092-751-4691 福岡市中央区赤坂 2 丁目 5-14  

福岡高等裁判所南裏、中央市民センター西隣奥 

 

  鑑賞して損はありませんよ。得した気分になりますよ。 田字草の推薦です。 
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お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：田村耕作／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000 円 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄せ

下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。 

皆さん情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、平成２８年２月１２日（金）午後６時より事務局で行います。2016 年２月号の原稿は、2016

年 2／８（月）までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 

 

   他団体の会報の紹介 
・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第１７６号 １６．０１．０１ 

「鳥信で募集する野鳥たち」でオカヨシガモの生態などを掲載 

・島根県自然観察指導員連絡協議会 おとしぶみ Vol.101 2015．12．13 

      カツラの巨木を見学する観察会の報告を掲載 

・北海道自然観察協議会 自然観察 Ｎo.１１６（2015．12．15） 
  「カメムシの世界  子育てするカメムシたち｣を掲載 

 

 

    参加費・寄付金の報告 12/20 の参加費 1000 円 

 

 

 

                                                     

                                                    

                                                

                                                    見かけました（別名：かねのなるき） 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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      2015年12月の定例発送会は、山本弘子・大塚俊

樹・藤川渡・永松愛子・田村耕作が参加。欠席の連絡・鶴田

義明。HYから差し入れ有り。暖かい冬ですね。そのためか、

未熟な腕か、干し柿作り、２度試み、１度失敗。防寒対策、

此の所、気遣いせず経費も少なくて済みますが、農産物への

影響はどうなのでしょうか。こういうことを繰り返しつつ、

気候変動の大きなうねりの中に入っていく 

のでしょうか。 

 

編集後記


